
朝
鮮
王
朝
初
期
に
お
け
る

日
朝
関
係
史
上
の
朝
鮮
官
人
を
追
っ
て

七
里
ガ
浜
高
校
　
　
中
　
　
田

稔

一　

は
じ
め
に

―

日
朝
関
係
史
上
の
官
人
た
ち
　
　
　
　
　
　
，

室
町
時
代
に
相
当
す
る
朝
鮮
王
朝
初
期
に
お
い
て

一
四
七
五
年
に
刊
行
さ
れ

た

『海
東
諸
国
紀
』
は
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
最
も
古
い
日
本
地
図
数

葉
が
掲
載
さ
れ
、
中
世
日
朝
関
係
を
研
究
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
文
献
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
る

「朝
聘
応
接
記
」
は
、
日
本
国
王
は
も
と

よ
り
大
内

・
大
友

・
細
川
な
ど
西
国
の

「
巨
酋
」

（守
護
大
名
）
さ
ら
に
は
対

馬
島
主
宗
氏
、
そ
し
て
い
つ
で
も
倭
寇
に
転
じ
う
る
対
馬

・
壱
岐

・
肥
前
松
浦

の

「諸
酋
」

（中
小
豪
族
）
の
使
節
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
接
待

マ
ニ
ュ
ア
ル
で

あ
り
、　
一
四
世
紀
後
半
以
来
の
い
わ
ゆ
る
前
期
倭
寇
に
た
い
す
る
朝
鮮
王
朝
の

試
行
錯
誤
の
集
大
成
で
あ

っ
た

（参
考
文
献
Ａ

・
Ｂ
）
。
そ
の
著
者
申
叔
舟
は
、

一
五
世
紀
後
半
に
あ

っ
て
は
唯

一
と
い
っ
て
良

い
日
本
通
の
官
人
で
、
壬
辰
倭

乱

（文
禄
の
役
）
時
に
領
議
政

（日
本
の
太
政
大
臣
に
相
当
）
で
あ

っ
た
柳
成

龍
の

『懲
菫必
録
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
死
に
あ
た
り
、
国
王
成
宗
に
対
し

「願
わ

く
ば
王
、
日
本
と
の
和
を
失
す
る
事
勿
か
れ
」
と
上
申
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝

わ

っ
て
い
る
。
彼

の
業
績
は
南
方
の

「
倭
人
」
対
策
だ
け
で
な
く
、
北
方

の

「
野
人
」

（女
真
族
）

へ
の
出
兵
や
懐
柔
、
宗
主
国
明

へ
の
数
度
の
使
行
な
ど
、

朝
鮮
を
中
心
と
し
た

「事
大
交
隣
」
外
交
全
般
に
及
ぶ
。
さ
ら
に
、
訓
民
正
音

（
ハ
ン
グ
ル
）
制
定
に
も
深
く
関
わ
り
、
数
多
く
の
詩
文
を
残
す
な
ど
文
化
人

と
し
て
の
評
価
も
高
く
、
歴
代
国
王
の
信
任
も
厚
か

っ
た
。
申
叔
舟
の
日
本
知

識
は
、
足
利
義
教
の
弔
慰

・
新
将
軍
義
勝
就
任
祝
賀
を
目
的
と
し
て
、　
一
四
四

三
年
に
通
信
使
書
状
官
と
し
て
来
日
し
た
時
の
見
間
が
ベ
ー
ス
で
あ
る

（参
考

文
献
Ａ
）
。

日
本
知
識
の
集
大
成
と
し
て
の

『海
東
諸
国
紀
』
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
、

一
五
世
紀
前
半
の

「朝
鮮
王
朝
実
録
」
（
『太
宗
実
録
』
『世
宗
実
録
』
等
、
朝

鮮
王
朝
の
王
代
ご
と
に
編
年
体
で
編
纂
さ
れ
た
記
録
の
総
称
。
以
下
、
「実
録
」

と
略
記
）
を
検
討
す
る
と
、
倭
寇
を
克
服
し
、
日
朝
間
の
通
交
秩
序
を
確
立
す

る
上
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
何
人
か
の
官
人
た
ち
の
存
在
に
つ
き
あ
た

る
ｃ例

え
ば
、
己
亥
東
征

（応
永
の
外
寇
）
の
翌
年

（
一
四
二
〇
）
来
日
し
た
回

礼
使
宋
希
環
に
随
行
し
た
訳
官
ヂ
仁
甫
は
、
帰
国
後
、
倭
寇
禁
圧
に
は
財
力
に

乏
し
い
日
本
国
王

（足
利
将
軍
）
よ
り
西
国
の
守
護
大
名
の
方
を
重
視
す
べ
き

こ
と
を
復
命
し
て
い
る
。
ヂ
仁
甫
に
関
す
る
記
事
は
、
太
宗
代

（在
位

一
四
〇

一
―

一
四

一
人
）
の

一
四

一
五
年
頃
か
ら
見
ら
れ
、
世
宗
代

（在
位

一
四

一
八

―
上

四
五
〇
）
に
は
回
礼
使

・
通
信
使
の
副
使
と
し
て
三
度
来
日
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、　
一
四
二
九
年
に
将
軍
足
利
義
持
の
弔
慰
の
た
め
に
来
日
し
た
日
本

通
信
使
朴
瑞
生
は
、
日
本
の
国
情
に
関
し
、　
一
五
項
目
に
わ
た
る
詳
細
な
観

察

。
復
命
を
お
こ
な

っ
て
お
り
、
戦
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
（参
考
文
献
Ｃ
）
。

本
報
告
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
人
以
上
に
日
本
を
数
多
く
訪
れ
、
高
麗
王
朝

末
か
ら
朝
鮮
王
朝
初
期
に
か
け
て
の
日
朝
関
係
そ
の
も
の
を

一
身
に
体
現
す
る

人
物
と
し
て
、
李
芸
と
い
う
官
人
を
紹
介
す
る
。

李
芸
の
記
事
は

一
四
世
紀
末
か
ら

一
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
の

「実
録
」
に

し
ば
し
ば
登
場
す
る
た
め
、
戦
後
日
本
の
日
朝
関
係
史
研
究
諸
論
稿
に
お
い
て
、

日
本
事
情
に
精
通
し
た
官
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た

（参
考
文
献
Ｃ

・
Ｄ

。

Ｅ
）
。
本
報
告
で
は
そ
の
活
動
を
簡
潔
に
整
理
し
、
さ
ら
に
、
彼
の
後
孫
で
あ

る
鶴
城
李
氏

（鶴
城
は
蔚
山
＝
現

一
蔚
山
広
域
市
の
雅
名
で
、
こ
の

一
族
の
本
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貫
）
の
後
孫
た
ち
か
ら
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
き
た
か
を
検
討

し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
若
干
の
所
感
を
記
し
た
い
。

二
　
李
芸
の
対
日
活
動

『世
宗
実
録
』
に
所
載
の
李
芸
の
卒
記

（卒
伝
。
『世
宗
実
録
』
巻

一
〇
七
、

二
七
年
二
月
丁
卯
条
）
に
よ
れ
ば
、
李
芸
は
八
歳
の
時
に
母
が
倭
寇
の
被
虜
と

な
っ
て
連
れ
去
ら
れ
、
洪
武
丙
子

（
一
三
九
六
）
年
末
、
当
時
蔚
山
郡
の
吏
で

あ
っ
た
李
芸
の
上
司
李
殷
が
倭
寇
に
よ
っ
て
対
馬
に
連
行
さ
れ
た
際
に
後
を
追
っ

て
対
馬
に
渡
り
、
李
殷
に
よ
ぐ
仕
え
、
共
々
生
還
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
庚
辰

（
一
四
〇
〇
）
年
に
は
回
礼
使
ヂ
銘
に
随

つ
て
日
本
の
三
島

（壱
岐

。
対
馬

・

肥
前
松
浦
）
に
入
り
母
を
捜
す
。
対
馬
島
に
お
い
て
ヂ
銘
が
島
主
宗
霊
鑑
に
拘

束
さ
れ
る
と
そ
の
代
役
と
し
て
壱
岐
に
渡
り
、
島
主
志
佐
氏
と
の
通
交
に
成
功
、

被
虜
の
刷
還

（捜
索
と
返
還
）
・
賊
の
禁
圧
を
請
う
た
と
い
う
。
つ
い
に
母
は

捜
し
得
な
か
っ
た
が
、
倭
寇
が
未
だ
沈
静
化
し
得
て
い
な
い
状
況
の
中
、
上
司

ヂ
銘
に
替
わ
り
外
交
官
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
『太
宗
実
録
』

『世
宗
実
録
』
で
は
、
そ
の
翌
年
か
ら
世
宗
二
五

（
一
四
四
三
）
年
に
か
け
、

記
録
に
残
る
だ
け
で
も

一
六
回
に
わ
た
る
渡
日
の
具
体
的
記
事
を
確
認
で
き
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
李
芸
の
対
日
活
動
を
略
述
す
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

①
訪
れ
た
地
域
の
多
さ

李
芸
は
日
本
通
信
使

・
回
礼
使
と
し
て
京
都
を
四
回
は
往
復
し
て
お
り
、
そ

の
往
路

・
帰
路
に
西
日
本
各
地
を
訪
れ
た
。
朝
鮮
王
朝
の
使
節
派
遣
は
日
本
の

国
情
探
索
と
西
国
守
護
大
名
へ
の
挨
拶

・
倭
寇
禁
圧
要
請
に
主
眼
が
置
か
れ
て

い
た
の
で
、
使
行
に
あ
た
っ
て
は
西
国
守
護
大
名

へ
の
書
簡
と
礼
物

（土
産
）

を
持
参
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
李
芸
は
、
先
ほ
ど
も
触
れ
た

（
一

四
二
九
年
に
将
軍
足
利
義
持
の
弔
慰
の
た
め
に
来
日
し
た
）
通
信
使
朴
瑞
生
に

副
使
と
し
て
随
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
彼
ら
は

「
日
本
国
王
」

へ
の
書
契
と

祭
文
を
整
え
、
対
馬
島
主
宗
貞
盛

・
早
田
左
衛
門
大
郎

（宗
貞
盛
に
匹
敵
す
る

勢
力
を
持

つ
対
馬
の

「倭
商
」
）
。
少
弐
氏

・
渋
川
氏

（当
時
の
九
州
探
題
）
・

壱
岐
の
佐
志
氏
と
志
佐
氏

。
大
内
氏

へ
の
書

・
礼
物
を
携
え
て
い
た
。
朝
鮮
使

節
は
こ
れ
ら
の
勢
力

へ
の
挨
拶
を
欠
か
さ
な
か

っ
た
。
使
行
の
途
上
、
李
芸
ら

が
対
馬
や
壱
岐
の
他
、
博
多

・
山
口
に
立
ち
寄

っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

る
。李

芸
の
立
ち
寄

っ
た
地
域
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

太
宗
八

（
一
四
〇
八
）
年
、
李
芸
は
日
本

へ
の
使
行
の
途
中
で
暴
風
に
遭
遇

し
、
石
見
国
に
漂
着
、
大
内
盛
見
の
救
護
を
受
け
て
い
る
。
山
陰
地
方
と
李
芸

の
こ
の
よ
う
な
縁
は
、
の
ち
に
石
見
国
長
浜
領
主
周
布
氏
の
朝
鮮
通
交

へ
つ
な

が
る
。

太
宗
十
五

（
一
四

一
五
）
年
、
琉
球
に
転
売
さ
れ
た
被
虜
の
刷
還
を
目
的
と

し
た
琉
球
国
へ
の
遣
使
が
話
題
に
上
っ
た
が
、海
路
の
険
し
さ

。
遠
さ
を
聞
き
、

行
き
た
が
る
者
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
李
芸
に
自
羽
の
矢
が
立
つ
。

翌

（
一
四

一
六
）
年
李
芸
は
琉
球
国
通
信
官
と
し
て
使
行
し
、
被
虜
四
四
名
を

刷
還
し
た
。
朝
鮮
人
官
人
の
琉
球
渡
航
は
、
こ
の
時
の
李
芸
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
李
芸
の
活
動
範
囲
は
、
対
馬
～
壱
岐
～
博
多
か
ら
、

瀬
戸
内
～
京
都
、
ま
た
は
肥
前
松
浦
～
薩
摩
～
琉
球
、
そ
し
て
石
見
と
、
ほ
ぼ

西
日
本
全
域

（日
本
海

・
瀬
戸
内
海

。
東
シ
ナ
海
）
に
及
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

②
外
交
以
外
の
活
動
―
特
に
商
業
活
動

李
芸
の
訪
日
は
、
通
信
使

。
回
礼
使
な
ど
外
交
交
渉
が
名
目
だ

っ
た
が
、
本

来
の
任
務
以
外
に
、
貿
易
活
動
も
行

っ
て
い
た
よ
う
だ
。
以
下
は
、
世
宗

一
四

（
一
四
三
二
）
年
、
回
礼
使

（正
使
）
と
し
て
の
使
行
の
際
の
出
来
事
で
あ
る
。

こ
の
年
に
漢
城
を
発

っ
た
李
芸

一
行
は
、
翌
年

（永
享
五
年

。
一
四
三
三
）
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室
町
第
に
お
い
て
将
軍
足
利
義
教
と
会
見
し
た
。
京
都
で
は
騎
馬
二
〇
余
を
含

む
李
芸

一
行
に
対
し
、
見
物
人
た
ち
が
路
頭
に
満
ち
て
い
た
と
い
う

（
『薩
戒

記
』
永
享
五
年
正
月
二
六
日
）
。
帰
路
、　
一
行
は
海
賊
に
襲
わ
れ
る
。
『世
宗
実

録
』
に
は
、
李
芸
に
同
行
し
た
副
使

・
金
久
間
の
上
申
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

金
久
間
に
よ
れ
ば
、
李
芸
は
こ
の
使
行
の
往
路
、
博
多
に
お
い
て
旧
知
の
倭

人
の
綿
紬
を
多
く
積
み
込
ん
だ
。
そ
れ
ら
は
持
参
し
た
朝
鮮
産
の
綿
紬
よ
り
価

値
が
あ

っ
た
の
で
、
持
参
し
た
朝
鮮
産
綿
紬
で
は
絹
や
漆
を
買
う
こ
と
が
出
来

な
か

っ
た
と
い
う
。
帰
路
で
は
、
尾
道
に
お
い
て
、
や
は
り
博
多
倭
人
の
銅
四

千
余
斤

（ニ
ト
ン
弱
か
）
を
積
み
込
ん
だ
が
、
船
底
が
海
底
に
接
し
て
動
か
な

く
な
り
、
金
久
間
は
そ
の

一
部
を
海
中
に
投
棄
す
る
よ
う
命
じ
た
。
李
芸
の
従

者
と
荷
主
は
そ
れ
を
禁
じ
た
が
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
海
賊
船
三
五
隻
が
突
然
現

れ
、
掠
奪
を
行

っ
た
と
い
う

（『世
宗
実
録
』
巻
六
三
、

一
六
年
正
月
庚
寅
条
）
。

李
芸

一
行
は
衣
服
を
奪
わ
れ
、
飢
え
に
困
り
な
が
ら
八
日
間
歩
き
続
け
、
赤
間

関
に
至
り
大
内
持
世
の
保
護
を
受
け
た
。
李
芸
は
通
事
を
京
都
に
向
か
わ
せ
、

自
身
は
そ
の
場

（赤
間
関
）
で
待
機
、
副
使
金
久
間
は

一
行
七
五
名
を
率

い
大

内

・
大
友

・
少
弐
氏
の
護
送
に
よ
り
対
馬
に
至

っ
た
と

い
う

（
『世
宗
実
録
』

巻
六
〇
、　
一
五
年
六
月
戊
子
条
）
。
四
ヵ
月
後
に
帰
国
し
た
李
芸
は
、
こ
の
時

の
足
利
義
教
と
大
内
持
世
の
対
応
を
復
命
し
た
。
義
教
は
大
い
に
怒

っ
て
大
内

持
世
に
捜
索
を
命
じ
た
。
持
世
は
配
下
の
者
二
人
を
赤
間
関
に
派
し
、
賊
が
逃

げ
て
し
ま

っ
て
捕
ま
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
「進
上
方
物

・
船
軍
雑
物
」

を
送

っ
て
き
た
と

い
う

（同
巻
六
二
、　
一
五
年

一
〇
月
乙
卯
条
。
こ
の

「進
上

方
物

・
船
軍
雑
物
」
は
、
李
芸

一
行
が
奪
わ
れ
た
品
そ
の
も
の
と
す
る
見
解
も

あ
る
）
。
日
本
に
使
行
す
る
朝
鮮
使
節
は
貿
易
活
動
を
行

っ
て
い
た
が
、
李
芸

も
そ
の
例
外
で
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

朱
子
学
重
視
の
政
策
に
よ
り
商
人
の
活
動
が
国
家
の
厳
重
な
る
統
制
下
に
お

か
れ
て
い
た
朝
鮮
王
朝
で
は
、
中
央
集
権
体
制
の
下
、
日
本
渡
航
を
許
さ
れ
て

い
た
の
は
官
人
の
み
で
、
渡
日
す
る
官
人
は
渡
航
費
用
調
達
と
い
う
大
義
名
分

に
よ
る

一
定
の
商
業
行
為
が
許
さ
れ
て
い
た
。
博
多
で
の
綿
紬
の
取
引
は
私
的

な
も
の
で
、
尾
道
で
の
銅
の
積
載
は
、
当
時
発
行
が
始
ま

っ
て
い
た
貨
幣

「朝

鮮
通
宝
」
鋳
造
用
の
原
料
と
し
て
の
輸
入
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
尾
道
は
、

中
国
地
方
産
の
銅
の
積
込
み
港
で
あ

っ
た
と
い
う

（参
考
文
献
Ｆ

・
Ｇ
）
。

③
堂
上
官

（殿
上
人
に
相
当
）
昇
進
と
日
朝
通
交
体
制
の
構
築

世
宗

王
ハ

（
一
四
三
四
）
年
以
来
、
対
馬
は
連
年
の
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
、
加

え
て
世
宗

一
八

（
一
四
三
六
）
年
末
に
対
馬
に
保
護
を
求
め
た

（宗
貞
盛
に
と

っ

て
の
主
君
）
少
弐
嘉
頼

一
行
の
滞
留
に
よ
り
対
馬
の
人
口
は
飽
和
状
態
と
な
る
。

以
来
、
倭
人
使
節
を
自
称
す
る
者
の
朝
鮮

へ
の
渡
来
が
絶
え
ず
、
三
浦
の

一
、

乃
而
浦
の
滞
留
倭
人
は
千
人
を
大
き
く
超
え
た
。
朝
鮮
王
朝
側
は
そ
れ
ら

へ
の

対
応
策
を
打
ち
出
す
が
、
倭
人
殺
到
の
根
源
で
あ
る
対
馬
と
の
意
思
疎
通
を
行

う
必
要
性
を
感
じ
、
対
馬
に
派
遣
す
る
使
者
の
人
選
を
進
め
る
。
ま
ず
服
喪
中

の
ベ
テ
ラ
ン
訳
官
ヂ
仁
甫
が
候
補
と
な
る
が
、
「
三
年
之
喪
」
が
明
け
て
い
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
数
え
年
六
八
歳
に
も
な
る
李
芸
に
自
羽
の
矢
が
立

っ
た

（こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
、
李
芸
と
ヂ
仁
甫
以
外
に
日
本
側
諸
勢
力
と
交
渉

が
で
き
、
日
本
事
情
に
明
る
い
高
官
が
い
な
か

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
）
。

世
宗
二
〇

（
一
四
三
八
）
年
、
李
芸
は
堂
上
官
で
あ
る
余
知
中
枢
院
事

（無

任
所
の
武
官
で
、
官
位
は
従
三
品
相
等
）
と
な
り
、
日
朝
通
交
体
制
構
築
に
奔

走
す
る
。
具
体
的
に
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
文
引
制
度
の
確
立
で
あ
る
。
文
引
と
は
朝
鮮

へ
の
渡
航
証
明
書
を
指

し
、
そ
の
発
行
は
い
ま
ま
で
も
宗
貞
盛
側
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
た
。
文
引
発
行

権
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
宗
貞
盛
は
、
日
本
列
島
か
ら
朝
鮮
に
渡
航
す
る
す
べ

て
の
船
か
ら
手
数
料
を
徴
収
で
き
る
。
即
ち
、
対
馬
島
主
宗
氏
に
と

っ
て
の
朝
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鮮
を
め
ぐ
る
権
益
の

一
つ
な
の
だ
が
、
通
交
者
殺
到
と
い
う
状
況
に
お
い
て
は
、

朝
鮮
側
も
日
本
か
ら
の
通
交
者
管
理
を
宗
貞
盛
に

一
元
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
着

目
せ
ざ
る
を
得
ず
、
堂
上
官
と
な

っ
た
李
芸
は
そ
の
定
約
に
応
じ
た
。

次
に
、
三
浦
以
外
で
の
釣
魚
許
可
で
あ
る
。
三
浦
に
は

一
定
数
の
倭
人
の
居

住
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
世
宗
三
二

（
一
四
四
〇
）
年
時
点
で
は
乃
而
浦
と

富
山
浦
、
特
に
富
山
浦
に
お
け
る
倭
人
の
居
住
が
激
増
し
て
い
た
。
倭
人
た
ち

に
は
三
浦
に
お
け
る
釣
魚
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
三
浦
に
倭
人

が
定
住
す
る
要
素
に
は
な

っ
て
も
、
倭
人
が
減
少
す
る
方
策
に
は
な
ら
な
い
。

李
芸
は
、
宗
貞
盛
か
ら
の
依
頼
に
も
と
づ
き
、
三
浦
か
ら
も
対
馬
か
ら
も
遠
い

西
余
鼠
島
で
の
釣
魚
を
提
案
し
た
。
対
馬
か
ら
西
余
鼠
島

へ
の
出
漁
を
許
可
す

る
こ
と
で
、
三
浦
の
人
々
の
対
馬
帰
還
の
要
因
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
結
局
、
釣
魚
候
補
地
は
孤
草
島

（現
、
巨
文
島
）
と
な
り
、
世
宗
二

三

（
一
四
四

一
）
年

一
一
月
に
孤
草
島

へ
の
釣
魚
禁
約
が
成
立
し
た
。

第
三
点
は
、
世
宗
二
五

（
一
四
四
三
）
年
の
癸
亥
約
条

（嘉
吉
条
約
）
、
即

ち
対
馬
か
ら
朝
鮮

へ
の
通
行
総
量
規
制
で
あ
る
。
こ
の
約
条
に
よ
り
、
対
馬
か

ら
朝
鮮

へ
の
歳
遣
船
年
間
五
〇
隻
が
約
定
さ
れ
る
。
歳
遣
船
数
を
決
め
る
こ
と

は
対
朝
鮮
貿
易
の
利
益
減
少
に
直
結
す
る
の
で
、
宗
貞
盛
は
受
け
入
れ
を
渋

っ

た
の
だ
が
、
そ
の
説
得
に
あ
た

っ
た
の
が
李
芸
で
あ
る
。
結
局
、
折
か
ら
通
信

使

（正
使

。
本
孝
文
）
の

一
員
と
し
て
京
都
か
ら
の
帰
途
に
対
馬
を
通

っ
た
申

叔
舟
の
説
得
に
も
応
ず
る
か
た
ち
で
、
癸
亥
約
条
は
締
結
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
李
芸
は
、　
一
五
世
紀
前
半
に
で
き
あ
が
る
日
朝
通
交
体
制
確
立

に
全
般
的
に
関
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

④
日
本
事
情
に
精
通
し
た
外
交
官

堂
上
官
と
し
て
③

の
諸
規
定
確
立
に
関
わ
る
間
に
も
、
李
芸
は
刻
々
と
変
わ

る
北
九
州
情
勢
に
応
じ
、
あ
る
時
に
は
大
内
氏

へ
の
通
信
使
派
遣
を
画
策
し
、

ま
た
あ
る
時
は
そ
れ
と
対
立
す
る
少
弐
氏

へ
の
使
節
派
遣
を
上
申
し
た
。
対
馬

に
対
し
て
も
、
島
主

・
宗
貞
盛
に
配
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
と
対
立
す
る
傍
系
の
盛

国
ら

へ
の
気
配
り
も
怠
ら
な
か

っ
た
。
倭
寇
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

対
立
す
る
勢
力
の
片
方
の
み
に
肩
入
れ
せ
ず
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
接
す
る

こ
と
が
こ
の
時
期
の
朝
鮮
王
朝
上
層
部
の
方
針
で
あ

っ
た

（
『世
宗
実
録
』
巻

八
七
、
二

一
年

一
一
月
壬
成
条
）
が
、　
一
再
な
ら
ず
倭
寇

・
海
賊
と
接
し
て
き

た
李
芸
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
体
得
し
て
い
た
よ
う

だ
。⑤

非
常
時
に
倭
寇
を
捕
送

世
宗
二
五
年

（
一
四
四
三
）
年
六
月
、
中
国

（遼
東
方
面
）
に
侵
攻
し
た
帰

途
に
西
余
鼠
島
に
停
泊
中
の
済
州
島
の
貢
船
が
、
対
馬
お
よ
び
壱
岐
の
倭
寇
に

襲
わ
れ
、
多
数
の
死
者
を
出
す
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た

（
『世
宗
実
録
』
巻

一
〇
〇
、
二
五
年
六
月
癸
巳
条

・
庚
成
条
等
）
。
朝
鮮
王
朝
は
、
自
ら
派
遣
を

願
い
出
た
李
芸
を
体
察
使

（非
常
時
に
地
方
に
派
遣
さ
れ
る
武
官
で
、
現
場
で

の
全
権
を
委
任
さ
れ
て
い
る
）
と
し
て
対
馬
に
、
さ
ら
に
壱
岐
に
は
別
の
官
人

を
派
遣
、
合
計
六
二
名
の
倭
人
を
朝
鮮
に
捕
送
し
た
。
こ
の
う
ち
五
七
名
は
翌

年
二
月
に
明
に
護
送
さ
れ
、
正
統
帝
は
褒
美
の
勅
を
下
し
、
世
宗
の
忠
誠
に
応

え
た
と
い
う

（参
考
文
献
Ｈ
）
。
李
芸
は
こ
の
と
き
七

一
歳
。
『世
宗
実
録
』
は
、

こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
こ
の
事
件
関
連
の
記
事
が
続
き
、
倭
寇
の
明

へ
の

捕
送
が
中
朝
関
係
史
上
未
曾
有
の
出
来
事
だ

っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
そ
の

よ
う
な
重
大
事
件
に
か
か
わ

っ
た
李
芸
の
名
は
、
そ
の
後
の
史
書
の
中
で
記
憶

さ
れ
続
け
る
。
王
代
ご
と
の

「実
録
」
か
ら
善
政
の
み
を
抽
出
し
た

『国
朝
宝

鑑
』
、
さ
ら
に
そ
れ
を
史
料
と
し
て
編
纂
し
た
類
書
で
あ
る
明
宗
代
の

『孜
事

撮
要
』
、
そ
し
て
正
祖
代
の

『列
朝
通
紀
』
で
あ
る
。
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三
　
鶴
城
李
氏
の
始
祖
と
し
て
顕
彰
さ
れ
る
李
芸

話
は
大
き
く
変
わ
る
。
現
在
、
韓
国
に
は
約
二
万
人
、
蔚
山
を
中
心
に
、
李

芸
を
始
祖
と
仰
ぐ
人
々
が
い
る
。
彼
ら
を
鶴
城
李
氏

（鶴
城
は
蔚
山
の
雅
名
で

こ
の

一
族
の
世
居
地
＝
本
貫
。
蔚
山
は
、
現
在
の
蔚
山
広
域
市
）
と
い
う
。

一
人
世
紀
前
半

（英
祖
代
）
以
降
、
鶴
城
李
氏
家
門
で
は
、
始
祖
李
芸
を
顕

彰
す
る
こ
と
で

一
族
の
社
会
的
地
位
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
運
動
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
柱
の

一
つ
は
祠
廟
や
書
院
の
建
立
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
李
芸
の
文
集
の

編
纂
で
あ
る
。
両
者
は
リ
ン
ク
し
な
が
ら
今
日
な
お
続
い
て
い
る
の
だ
が
、
紙

幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
本
稿
は
李
芸
の
文
集

＝

『鶴
披
先
生
実
紀
』
に
絞
り
、

そ
の
中
で
瞬
彰
さ
れ
る
李
芸
像
を
略
述
し
た
い
。

①
『鶴
城
先
生
実
紀
』
の
構
成
、
お
よ
び
編
纂
過
程

『鶴
披
先
生
実
紀
』
は
李
芸
の
文
集
で
あ
る
が
、
李
芸
自
身
が
残
し
た
文
が

皆
無
で
あ
る
た
め
、
己
亥
東
征

（応
永
の
外
寇
）
時
に
朝
鮮
王
朝
か
ら
賜

っ
た

と

い
う

「
功
牌
」
、
官
撰
私
撰

の
書
物
か
ら
李
芸
に
関
す
る
記
述
を
集
め
た

「朝
野
記
載
合
録
」
、
お
よ
び
李
芸
の

「従
事
官
」
が
記
載
し
た
と
い
う

「
海
外

日
記
」
、
そ
し
て
英
祖
代
か
ら
高
宗
代
に
か
け
て
の
後
孫
や
政
府
高
官
に
よ
る

数
多
く
の
顕
彰
文
で
構
成
さ
れ
る
。
「功
牌
」
「海
外
日
記
」
「朝
野
記
載
合
録
」

は
、
い
わ
ば
史
料
篇
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
り
、
顕
彰
文
と
は
区
別
で
き
る
。

数
多
く
の
顕
彰
文
を
年
代
別
に
整
序
す
る
と

『鶴
披
先
生
実
紀
』
の
編
纂
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
年
代
別
の
顕
彰
文
に
描
か
れ
る
李
芸
の
人
物

像
を
分
析
す
る
と
、
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
李
芸
と
は
異
な
る
李
芸
が
明
ら
か

に
な
る
。

結
論
を
言
え
ば
、
『鶴
披
先
生
実
紀
』
は
、
鶴
城
李
氏
の

（李
芸
を
祀
る
）

廟

。
お
よ
び
書
院
の
整
備
と
リ
ン
ク
し
、
三
段
階
に
わ
た
り
編
纂
さ
れ
て
い
た
。

第

一
段
階
は
、
李
芸
を
祀
る
祠
廟

（龍
淵
祠
）
が
創
建
さ
れ
た
英
祖

一
三

（
一
七
三
七
）
年
頃
か
ら
で
、
権
相

一
に
よ
る

（李
芸

の
）
「
行
状
」
や
金

漢
考
に
よ
る

「詮
状

（誼
号
の
請
求
状
）
」
を
は
じ
め
と
す
る
八
本
の
顕
彰
文
、

お
よ
び

「功
牌
」
、
「朝
野
記
載
合
録
」
の
う
ち
の

『東
国
輿
地
勝
覧
』
『孜
事

撮
要
』
『国
朝
宝
鑑
』
な
ど
四
点
が

（そ
の
年
代
か
ら
み
て
）
こ
の
時
期
ま
で

に
収
集
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
次
に
第
二
段
階
は
、
祠
の
移
建

（現
蔚
山
市
街

か
ら
西
方
の
山
中
に
移
建
し
、
石
渓
祠
と
改
名
）
を
経
た
正
祖
三
二

（
一
七
九

八
）
年
頃
で
あ
る
。
後
孫
李
養
吾
に
よ
る

「
石
渓
祠
移
建
開
基
祝
文
」
等
七
本

の
顕
彰
文
お
よ
び
題
詠
が
備
え
ら
れ
、
丁
範
祖
か
ら

「序
文
」

。
李
家
焼
か
ら

「識
」
を
得
て
、
『鶴
披
先
生
実
紀
』
の
原
形
が
整

っ
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。

第
三
段
階
は
、　
一
九
世
紀
後
半
で
あ
る
。
史
料
篇
で
は

「朝
野
記
載
合
録
」
の

う
ち

『震
乗
』
『列
朝
通
紀
』
な
ど
五
本
、
そ
し
て
次
項
で
述
べ
る

「
海
外
日

記
」
が
増
補
さ
れ
た
。
さ
ら
に
金
嫡
学
に
よ
る

「誼
状
」
を
は
じ
め
と
す
る
九

本
の
顕
彰
文
、
同
じ
金
炉
学
に
よ
る

「序
文
」
「跛
」
、
そ
し
て
後
孫
李
障
燦
に

よ
る

「後
識
」
を
備
え
、
高
宗
九

（
一
八
七
二
）
年
、
『鶴
披
先
生
実
紀
』
は

刊
行
に
い
た

っ
た
ｃ

②
『鶴
城
先
生
実
紀
』
に
登
場
す
る
李
芸
像

『鶴
披
先
生
実
紀
』
所
載
の
顕
彰
文
を
熟
読
す
る
と
、
前
節
で
述
べ
た
日
朝

関
係
史
上
の
官
人
李
芸
と
は
か
な
り
異
な
る
人
物
像
を
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、

第

一
段
階

（英
祖
代
）
に
お
い
て
は

「蔚
州
の
記
官

（吏
）
時
代
に
上
司
で
あ

っ

た
李
殷
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
こ
と
」
「太
宗
代
に
日
本

・
琉
球
に

一
三
度
使
行

し
た
こ
と
」
「
己
亥
東
征
に
お
い
て
中
軍
兵
馬
副
帥
と
し
て
活
躍
し
、
功
牌
を

賜
受
し
た
こ
と
」
「
正
統
癸
亥
年
に
明
を
侵
し
対
馬
に
戻

っ
た
倭
寇
を
連
行
し

た
こ
と

（後
に
倭
寇
は
明
に
護
送
）
」
「子

・
宗
実
は
水
軍
節
度
使
と
し
て
三
度

対
馬
を
討
伐
し
た
こ
と
」
「
子

・
宗
謹
は
行
文
義
県
令
だ

っ
た
こ
と
」
の
六

つ

の
顕
彰
内
容
が
確
認
で
き
る
。
第
二
段
階

（正
祖
代
）
の
顕
彰
文
か
ら
は
新
た
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な
顕
彰
内
容
は
確
認
で
き
ず
、
第
三
段
階

（哲
宗

・
高
宗
代
）
に
お

い
て

「子

・
宗
根

（宗
謹
）
の
娘
婿
で
あ

っ
た
人
物
に
ま

つ
わ
る
話
」
「後
孫
は
壬
辰

倭
乱
の
時
に
六
人
の
義
士

（義
兵
）
を
輩
出
し
た
」
の
二
要
素
が
加
わ
る
。
顕

彰
要
素
増
加
の
直
接

の
要
因
は
、
第
三
段
階
に
お
け
る
史
料
の
増
補
で
あ
る
。

鶴
城
李
氏
家
門
の
後
孫
た
ち
は
、
新
史
料
を
増
補
し
つ
つ
李
芸
の
顕
彰
要
素
を

追
加
補
充
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
顕
彰
要
素
を

一
瞥
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
抽
出
で
き
る
人
物
像
は
、

・１・

上
司
や
明
と
の
関
係
を
前
面
に
出
す
よ
う
な
、
い
わ
ば
朱
子
学
的
価
値

に
適
合
す
る
側
面
の
強
調

１̈１．

己
亥
東
征
に
お
け
る
武
人
と
し
て
の
側
面

。
壬
辰
倭
乱
に
お
け
る
武
門

の
家
門
と
し
て
の

一
族
の
強
調

の
二
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
朝
鮮
に
と

っ
て
対
外
危
機
の
時
代
で
あ

っ

た

一
九
世
紀
と
い
う
時
代
に
適
合
す
る
顕
彰
要
素
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

③
『鶴
城
先
生
実
紀
』
に
お
け
る

「功
牌
」
と

「海
外
日
記
」
の
信
憑
性

『鶴
披
先
生
実
紀
』
所
載
の

「史
料
」
と
し
て
は
、
「朝
野
記
載
合
録
」
所
載

の
文
献
の
ほ
か
、
己
亥
東
征
時
に
賜

っ
た
と
い
う

「功
牌
」
と
、
匿
名
の

「従

事
官
」
が
記
録
し
た
と
い
う

「海
外
日
記
」
が
あ
る
が
、
双
方
と
も
史
料
批
判

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
代
物
で
は
な
い
こ
と
判
明
し
た
。

ま
ず

「功
牌
」
が

一
次
史
料
と
し
て
疑
わ
し
い
理
由
を
列
挙
す
る
。
第

一
に
、

発
行
年
月
と
そ
の
時
点
で
の
李
芸
の
官
位
を
確
認
す
る
と
、
永
楽

一
九

（
一
四

二

一
）
年
七
月
で
李
芸
は
正
四
品
と
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『世
宗
実
録
』

に
は
そ
の
前
年
に
従
三
品
官
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
存
在
す
る
。
前
年

従
三
品
で
あ

っ
た
者
が
降
格
さ
れ
て
か
ら
表
彰
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
い
か
に

も
不
自
然
で
あ
る
。
第
二
に
、
「功
牌
」
は
永
楽

一
九

（
一
四
二

一
）
年
六
月

一
七
日
に
兵
曹
判
書

（防
衛
庁
長
官
に
相
当
）
趙
末
生
が
宣
旨
を
報
じ
発
行
し

た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
関
係
記
事
が
充
実
し
て
い
る

『世
宗
実
録
』

に
そ
の
よ
う
な
宣
旨
の
記
載
は
な
い
。
第
二
に
、
権
相

一

「行
状
」
に
は

「壬

癸
の
兵
乱

（壬
辰
倭
乱
）
」
を
経
て
文
籍
が
焼
け
た
と
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

「功
牌
」
の
内
容
の
み
が
正
確
に
伝
わ

っ
て
い
る
と
い
う
の
も
不
自
然
で
あ
る
。

次
に

「海
外
日
記
」
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
い
く

つ
か
の
官
撰
史
料
と
文
面
が

酷
似
す
る
箇
所
が

一
つ
や
二
つ
で
は
な
い
。
琉
球

へ
の
使
行
を
述
べ
た
部
分
は

『海
東
諸
国
紀
』
の
中
の

「琉
球
国
記
」
と
同
じ
文
を
合
み
、
己
亥
東
征
に
お

け
る
兵
の
動
き
は

『世
宗
実
録
』
巻
四

（世
宗

一
年
五
月
～
七
月
の
記
事
を
所

載
。
因
み
に
己
亥
東
征
の
出
兵
か
ら
退
却
ま
で
の
兵
の
動
き
は
、
こ
れ

一
冊
を

読
め
ば
ほ
ぼ
完
璧
に
つ
か
め
る
）
と
酷
似
す
る
文
が
数
多

い
。
『世
宗
実
録
』

の
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
で
あ
る

『国
朝
宝
鑑
』
「
世
宗
朝
」
を
そ
の
ま
ま
写
し
た

と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
。
「匿
名
の

〈従
事
官
〉
が
記
し
た
の
だ
ろ
う
」
と

す
る
冒
頭
の

一
文
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
「海
外
日
記
」
は
何
者
か
が
操
作
し

た

「史
料
」
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
「実
録
」
は
国
王
と

い
え
ど
も
そ

の
閲
覧
が
許
さ
れ
ぬ
ほ
ど
厳
し
く
管
理
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の

「海
外
日

記
」
を
執
筆
し
た
何
者
か
は
、
そ
の
中
の

『世
宗
実
録
』
巻
四
の
み
を
閲
覧
し

て
い
た
よ
う
だ
。
紙
幅
の
都
合
で
詳
細
な
論
証
は
省
く
が
、
私
は

「海
外
日
記
」

の

「執
筆
」
を

一
九
世
紀
半
ば
過
ぎ
と
推
測
し
た
。

そ
も
そ
も
、
李
芸
が
生
き
て
い
た
時
代
の

『世
宗
実
録
』
の
己
亥
東
征
部
分

に

「李
芸
」
の
名
は

一
箇
所
も
登
場
せ
ず
、
冒
頭
で
触
れ
た
卒
記

（卒
伝
）
に

も
、
己
亥
東
征
に
関
す
る
こ
と
が
ら
は
含
ま
れ
な
い
。
李
芸
が
己
亥
東
征
に
参

加
し
て
い
た
と
い
う
確
証
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
史
料
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
一
門
の
中
で
は

（少
な
く
と
も

一
七
世
紀
後
半
に

は
）
「功
牌
」
が
伝
承
さ
れ
、　
一
九
世
紀
後
半
に
増
補
さ
れ
た
史
料
か
ら
は
壬

辰
倭
乱
時
に
多
く
の
義
士
を
輩
出
し
た
家
門
と
自
覚
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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四
　
二
〇
世
紀
以
降
の
李
芸
顕
彰

存
命
時
の

「実
録
」
か
ら
は
、　
一
五
世
紀
前
半
の
日
朝
関
係
史
の
様
々
な
―

倭
寇
の
被
害
者
と
し
て
、
外
交
官
と
し
て
、
貿
易

「商
」
と
し
て
―
側
面
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
、　
一
九
世
紀
後
半
に
刊
行
さ
れ
た

『鶴
披
先

生
実
紀
』
に
お
け
る
李
芸
は
、
己
亥
東
征
時
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て

い
た
。
対
外
危
機
の
時
代
に
合

っ
た
、
武
官
と
し
て
の
人
物
像
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
も

「鶴
城
李
氏
」
家
門
に
よ
る
李
芸
の
顕
彰
事
業
は
、
間
歌
泉
の
よ

う
に
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
大
韓
帝
国
期
、
李
芸
に
は
没
後
四
世
紀
半
を
経
て

「忠
粛
」

と
い
う
論
号
が
授
与
さ
れ
た
。
韓
国
併
合
条
約
が

「締
結
」
さ
れ
る
わ
ず
か
二

ヵ
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。　
一
九

一
二
年
に
は

『鶴
披
先
生
実
紀
』
に

『大
東
紀

年
』
『東
国
史
略
』
の
二
文
献
か
ら

「朝
野
記
載
合
録
」
が
増
補
さ
れ
た
。

戦
後
、
朴
正
熙
政
権
期

（
一
九
六
七
年
）
に

『鶴
披
先
生
実
紀
』
は
大
幅
に

増
補
さ
れ
る
。
影
印
本
の
刊
行
に
よ
り

「実
録
」
が
容
易
に
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
た
め
、
「実
録
」
中
の
李
芸
が
登
場
す
る
記
事
を
そ
の
ま
ま
抜
粋
し

て
掲
載
し
、
『鶴
披
先
生
実
紀
』
の
誤
り
を
正
そ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
李

芸
の
渡
日
回
数
や
生
没
年
は
こ
こ
で
訂
正
さ
れ
、
本
報
告
二
節
で
述
べ
た
李
芸

の
多
様
な
活
動
を
読
み
と
る
こ
と
が
可
能
に
は
な

っ
た
が
、　
一
方
で
は
三
節
で

触
れ
た
史
料

・
顕
彰
文
も
そ
の
ま
ま
残

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
己
亥
東
征
を
扱

っ

た

『世
宗
実
録
』
巻
四
の

一
部
を
、
李
芸
が
参
戦
し
て
い
る
よ
う
操
作
し
、
武

官
と
し
て
の
側
面
を
依
然
色
濃
く
残
し
た
。
跛
文
は
こ
の
直
後
に
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ

（韓
国
中
央
情
報
部
）
長
官
と
な
る
李
厚
洛

（李
芸
の

一
六
世
孫
で
、　
一
九
七

二
年
の
南
北
共
同
声
明
に
あ
た
り
極
秘
に
訪
朝
し
て
い
た
と
さ
れ
る
人
物
。
金

大
中
拉
致
を
指
示
し
た
の
も
こ
の
人
物
と
言
わ
れ
る
）
が
記
し
て
い
る
．
増
補

は

一
九
七
九
年
に
も
行
わ
れ
、
書
名
も

『鶴
坂
先
生
増
補
実
紀
』
と
な

っ
た
。

二

一
世
紀
に
入
り
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
韓
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
を
共
催
し
、

現
在
も
韓
流
ブ
ー
ム
が
続
く
。
「
日
韓
友
情
の
年
」
で
あ

っ
た
昨
年
二
月
、
韓

国
の
文
化
観
光
部
は
李
芸
を

「今
月
の
文
化
人
物
」
に
選
定
し
た
。
こ
れ
に
と

も
な
い
、
鶴
城
李
氏
の
後
孫
た
ち
は
、
韓
日
関
係
史
学
会
の
研
究
者
や
、
李
芸

が
数
多
く
訪
れ
た
対
馬
の
郷
土
史
研
究
家
の
協
力
を
得
て
、
活
発
に
活
動
し
た
。

彼
ら
は
対
馬

・
円
通
寺
に

「通
信
使
李
芸
功
績
碑
」
を
建
立
し
て
十

一
月
に
は

そ
の
除
幕
式
を
挙
行
し
た
。　
一
門
出
身
の
李
明
勲
氏
は
高
麗
大
学
の
教
授
で
あ

る
が
、
彼
が
出
版
し
た

『李
芸
の
使
命
』
と
い
う
書
籍
は
、
彼
の
論
文

「朝
日

文
化
交
流
の
先
駆
者
―
通
信
使
李
芸
の
生
涯
と
業
績
」
を
は
じ
め
、　
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
李
芸
に
関
す
る
三
本
の
論
考
を
収
め
る
。
文
化
観
光
部
発
行
の
パ

ン
フ
レ
ツ
ト
を
見
る
と
、
李
芸
は
、
た
び
た
び
日
本
を
訪
れ
、
「
通
信
使
」
と

し
て
、
相
互
の
文
化
交
流
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。
李
明
勲
氏
の

論
文
も

『世
宗
実
録
』
記
事
を
中
心
に
書
き
進
め
ら
れ
、
『鶴
披
先
生
実
紀
』

で
強
調
さ
れ
た
己
亥
東
征
に
は
触
れ
な
い
。　
一
見

『鶴
披
先
生
実
紀
』
と
矛
盾

す
る
よ
う
だ
が
、
（「
日
本
に
お
け
る
韓
流
」
「
日
韓
交
流
」
と

い
っ
た
）
現
在

と
い
う

「時
代
に
適
合
す
る
部
分
を
切
り
取

っ
て
顕
彰
」
し
て
い
る
と
い
う
点

で
は
、
そ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
。
蔚
山
で
は
、
今
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
李
芸

を
祀
る
二
つ
の
書
院
―
石
漢
書
院
と
龍
淵
書
院
―
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
数
年
を
か
け
て
行
わ
れ
て
お
り
、

先
ほ
ど
の

「今
月
の
文
化
人
物
」
選
定
は
そ
の
延
長
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

鶴
城
李
氏
家
門
に
お
け
る
李
芸
顕
彰
が
盛
り
上
が
る
時
に
は
、
必
ず
中
央
政

府
の
高
官
が
絡
む
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
即
ち
、
英
祖
代
に
お
け
る
権
相

一
・

正
祖
代
に
お
け
る
丁
範
祖

・
高
宗
代
に
お
け
る
金
畑
学
、
そ
し
て
朴
正
熙
政
権

期
に
お
け
る
李
厚
洛
で
あ

っ
た
。
今
回
も
、
家
門
と
政
府

（文
化
観
光
部
）
を
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つ
な
ぐ
キ
ー

マ
ン
が
ど
こ
か
に
い
る
の
で
は
な

い
か
。

五
、
お
わ
り
に

朝
鮮
初
期

（日
本
史
で
は
中
世
後
期
）
の
日
朝
関
係
を
理
解
す
る
上
で
、
李

芸
と
い
う
人
物
は
、
申
叔
舟
と
な
ら
び
、
朝
鮮
王
朝
側
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
教

材
化
も
可
能
な
人
物
の

一
人
で
あ
る
。
通
常
の
日
本
史
授
業
に
お
い
て
、
李
成

桂

・
李
舜
臣

・
安
重
根
と
い
っ
た
、
朝
鮮
半
島
史
に
お
い
て
民
族
的
評
価
が
高

い
人
物
を
取
上
げ
る
こ
と
も
他
者
理
解
と
い
う
観
点
か
ら
は
必
要
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
知
日
的
外
国
人
を
教
材
化
す
る
こ
と
も
、
複
眼
的
な
自
己
理
解
と
い
う

観
点
か
ら
肝
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
基
礎
と
な
る
人
物
像
が
、
現
代
の
韓
国
に
い
た
る
ま

で
の
人
物
像
の
伝
承
過
程
に
お
い
て
、
（李
芸
の
場
合
）
家
門
の
始
祖
顕
彰
と

い
う
要
因
に
よ

っ
て
変
容
し
、
時
代
に
よ
り
矛
盾
し
た
人
物
像
が
あ
ら
わ
れ
る

と
い
う
事
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

李
芸
ら
が
つ
く
り
あ
げ
た
日
朝
通
交
体
制
を
さ
ら
に
固
め
、
『海
東
諸
国
紀
』

を
撰
し
た
申
叔
舟
は
、
日
朝
関
係
史
上
の
み
な
ら
ず

（首
相
に
相
当
す
る
領
議

政
を
も
務
め
た
こ
と
で
）
李
芸
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
朝
鮮
半
島
史

に
お
け
る
存
在
感
は
大
き
い
の
だ
が
、　
一
門
の
中
で
は
あ
ま
り
顕
彰
さ
れ
て
い

な
い
。　
一
五
世
紀
半
ば
に
起
こ
っ
た
、
朝
鮮
王
朝
七
代
目
の
国
王
世
祖
の
王
位

纂
奪
事
件
に
加
担
し
た

（朱
子
学
を
冒
涜
す
る
行
為
を
行

っ
た
）
と
見
ら
れ
て

い
る
が
故
で
あ
る
。

日
本
人
か
ら
見
て
明
ら
か
に
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い
る
人
物
が
顕
彰
さ
れ

ず
、　
一
方
で
は
、
（必
要
と
あ
れ
ば
史
料
の
操
作
ま
で
行

っ
て
）
そ
の
時
々
の

時
代
状
況
に
人
物
像
を
タ
イ
プ
チ

ェ
ン
ジ
さ
せ

（あ
る
と
き
は

「武
官
」
、
そ

し
て
あ
る
と
き
は

「
通
信
使
」
）
顕
彰
さ
れ
る
人
物
も
い
る
。
顕
彰
の
動
機
は
、

そ
の
人
物
を
始
祖
に
持

つ
現
代
韓
国
の
氏
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー

・
社
会

的
地
位
の
確
認
で
あ
り
、
し
か
も
、
ど
う
も
韓
国
の
歴
史
学
が
そ
れ
ら
に
少
な

か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
我
々
は
李
舜

臣
や
安
重
根
の

「物
語
」
も
、
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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